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度なデバッグ手法」はもっと注目を集

めても良い分野のはずだが、デバッグ

を体系立てて説明している本は少ない

のが現状である。

この理由としてデバッグには高度な

技術力が求められる点が挙げられる。

現在、現場にいる多くの開発者たちは

（たとえ理系の大学院出身であっても）

学生時代にOSなどデバッグに必要なコ

ンピュータのアーキテクチャを詳細に

学んだ人は少ない。そして開発者とな

った今日でも、業務の忙しさに圧倒さ

れてこの知識を身につける余裕などな

いのである。しかも書籍などで紹介さ

れているデバッグのノウハウはこれら

の高度な知識を前提にしているので現

場の開発者たちに読まれることはない。

これら書籍の著者は「デバッグ＝修行」

とし、読者にストイックな姿勢を求め

ているからだ。このような状況により、

高度なノウハウが展開されず、その結

果また品質の悪いコードが出る、とい

う悪いスパイラルに陥っている。

そこでこの連載では「とりあえず動

くものは書ける」状態から、一段スキ

ルアップしたい開発者を対象とし、高

度な知識を前提とせずにデバッグの

「手順」と「その結果からわかること」

を説明していきたい。また、毎回説明

するトピックをスムーズに理解しても

らえるように、本連載では実際の開発

工程に沿って解説を進めることにする

（図1）。

その意味で本連載の目的は「プロフ

ェッショナル」になることではなく「作

業を早く終わらせる」ことである。作

業とは、デバッグであれば、「問題部を

切り分け、解決はその部分を担当する

開発者に任せるスキームを作る」とこ

ろまでである（よく言われる「障害の

切り分け」である）。よって、かなり技

術レベルの低いトピックを説明するこ

ともあると思うが、私はこれこそ現場

のニーズであると考えている。

この記事が皆さんを現場のトラブル

からいち早く解放する手助けとなるこ

とを切に願う。トラブルはさっさと片

付けて、空いた時間を有効に使っても

らえれば幸いである。

我々の合言葉は以下のとおり。
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■デバッグのポイントを押さえる

「開発の稼動の約7割はデバッグ」と

言われて久しい。1995年、Windows 95

が出荷されて以来IT産業は隆盛し、多

くのプログラマが現場で開発作業を行

なうようになった。それからXPだTDD

だと開発者向けに「楽しく」「高品質に」

「体系立てて」開発する手法が登場した。

しかし、どのような開発プロセスであ

っても障害を見つけたらデバッグしな

ければ、問題は解決できない。

つまり稼動削減の一手法として「高
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A worker is a loser.（働いたら負け！）

では早速はじめましょう。

■エラー処理で仕様を決めよう！

今回は「プログラミング工程」であ

る。この作業は人任せにできないので

一生懸命にやろう。後工程でエラーが

出るといろいろと面倒なので、気づく

限りケアするコードを書かなくてはな

らない。いわゆる「エラー処理」だ。

開発者は忘れがちであるが、それぞ

れのエラー処理は仕様とからむ。なぜ

なら故障が起こったときの後処理はシ

ステム全体の方針に影響を与えるから

だ。そのため、開発者は必ず開発する

部位で発生する故障の原因を洗い出し、

その後処理を早い段階［注1］で決めなく

てはならない。後処理を決める主な観

点は以下のとおり。

①連続運転させるか？

業務アプリケーションなら、「落ちな

い」を優先させる傾向がある。この場

合は例外が発生してもログに残して再

試行する。対して、MRIなどの医療検

査用システムなら、故障発生時に運転

を続けるよりも処理しないほうが良い

ので処理を中断する。これらのように、

アプリケーションやシステムに合った

後処理を定義する。

②ログに記録する内容

開発者向けのデバッグログとして何

を記録するかを決める。たとえばエラ

ーが発生した場所、原因（エラーを起

こした関数に渡されたパラメータ）な

ど。同時に、システムの利用者向けの

ログ（エラーの通知、エラー時の後処

理のナビゲートなど）と、運用者向け

のログ（発生したエラータイプと時間

など）も決める。

③後処理はどこがやるか？

エラーの後処理の方針を決める。自

前のコードで処理（リソースの解放、

再試行の実行など）を行なうか、上位

へ通知（例外／エラーコードを返す）

するかを決めること［注2］。

これらがあいまいなとき、決して「こ

れでいいや」と勝手にコードを書いて

はいけない。開発者は仕様どおりに動

くコードを書くのが仕事であって、自

由に仕様を変更してはいけないからだ。

故障発生時の後処理が不明瞭な場合

は、必ず責任者へ連絡して仕様を定義

させなくてはならない。

■エラー処理の種類

ここからは打率を表示する、簡単な

サンプルコードを使って説明していこ

う。ありがちなエラーは「打席数を0と

入力する」だろう。このとき皆さんな

注1）業務フローがわかればエラーと最終出力との
関連付けができる。これがわかれば、あとは最終
出力へのエラー情報受け渡し方針を決めるだけで
ある。

注2）この取り決めを徹底しておかないとモジュー
ル間の結合試験の際に多くのエラーが報告される
ことになる。
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○コーディング
　・エラー処理 第1回（今回）
　・予防コード 第6回（10月号）
○デバッグ
　・単体モジュール 第2回（6月号）
　・EXE/DLLなど他モジュール連携 第3回（7月号）
　・3rdパーティ製モジュール 第4回（8月号）
　・Webアプリのデバッグ 第5回（9月号）

［番外編］便利なツール 第7回（11月号）

○ソースコードレビュー 第8回（12月号）
○単体テスト
　・自動化 第9回（2007年1月号）

○性能試験
　・ボトルネック解析 第10回（2007年2月号）

○アプリケーション例外 第11回（2007年3月号）
○メモリリーク 第12回（2007年4月号）
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図1：開発工程とデバッグのポイント




